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緒言

生物や自然を対象とした環境教育の意義
　各種公害や地球温暖化などの環境問題がとりざたされ
る昨今、環境教育はその解決に向けた教育として重要視
されている。環境教育は、1992年のリオ・デジャネイ
ロ国連環境・開発会議で採択されたAgenda21―持続可能
な開発のための行動計画のなかで強調されており、第
36章「教育、意識啓発及び訓練の推進」のなかでも、
その重要性がうたわれている。また2002年の「国連持
続可能な開発のための世界首脳会議（ヨハネスブルグサ
ミット）」において「持続可能な開発のための教育
（Education for Sustainable Development）」が提起された
ことを受け、2005年から「国連持続可能な開発のため
の教育の10年（United Nations Decade for Education for 

Sustainable Development）」が開始され、我が国の行政
や地方自治体によって推進される、今日の「持続可能な
社会づくりに向けた環境教育」につながっている（村上，
2006）。またこれらの教育は、ヒトが自らの能力を低下
させる「自己家畜化」と呼ばれる現象を抑える上でも重
要な教育であるとも述べられている（小野木，2013）。
　しかし一方で、その取り組みは十分とは言えない面が
多い。昨年の文部科学省の発表では、総合学習に力を入
れている学校ほど、全国一斉学力テストの結果が高かっ
たという結果も公表されており、脱“ゆとり教育”の目

的で行った総合学習の削減が意図せぬ逆効果をもたらし
ている旨も懸念されている。
　このような総合学習をはじめとした、「思考力」、「表
現力」、「判断力」の育成を目的として行われる教育手段
のひとつに、生物や自然を対象とした体験型の学修が挙
げられる。総じて環境教育は、自然環境や生き物を理解
するだけではなく、体験の中から、何が問題なのかを見
出し（問題発見能力）、その問題を解決する種々の能力（問
題解決能力）を伸ばすことにおいて重要な“情操教育”
のひとつであると言える。自然の中で生物を対象として
協働学修を通じて、高次汎用能力のある人材の育成にも
繋がっていくことが期待される。
　こうした環境教育の重要性が取りざたされるなか、
2007年当時創部40周年を迎えた玉川大学文化会生物自
然研究部（以下：生物自然研究部）では、部活動で得て
きた生物調査の成果を“見える化”し、その成果物をひ
とつの形としてまとめ、それ自体が自然の教室とも例え
られる玉川学園キャンパス全体を活かした環境教育への
貢献を企画した。本稿は、その活動の一環として位置づ
けられるものである。
　玉川学園は幼稚園児から大学院生までの幅広い年齢層
が、一つのキャンパスを共有して学修に取り組む総合学
園であり、自然が豊富で、多様な環境が存在している。
生物自然研究部では、創部以来現在に至るまで、このキャ
ンパス内の生物について、一年を通じて定期的な観察・
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要　約

玉川大学生物自然研究部に所属の学生による40年間以上に亘る野外調査とモニタリングの結果の一部として、玉川
学園のキャンパス内に生息する124種の身近な野生生物（昆虫類、植物類、キノコ類、鳥類、哺乳類）がカラー写真
と簡潔な説明により紹介された。大学生によるこれらの継続的な調査と研究成果公表の試みは、同じキャンパスで学
ぶ小学生、中学生、高校生の環境教教育へも波及効果をもたらすことが期待される。
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調査を続けており、その生息種のデータをまとめてきた。
その成果は、毎年“コスモス祭”で継続的に発表され続
け、その一部は年報である「野路」にも報告されている。
特に、創部10周年記念として刊行された特別号では広
範に亘る生物群が網羅的にリスト化されている（生物自
然研究部，1980）。このように自然の豊かな総合学園に
おいて、高等教育機関で学ぶ大学生によって蓄積された
知見を全体で共有するための議論が湧きあがってきた。
2007年に創部40周年を迎えた生物自然研究部が、その
記念の年を一つの節目として、40年間に亘る野外調査
と生物のモニタリングの成果を取りまとめることで、
キャンパス内の初等・中等教育機関で学ぶ児童・生徒の
環境教育の教材としても活用できる出版物の刊行が企画
された。本稿が、玉川大学において生物の生態や自然環
境も教育・研究対象としている農学部の紀要に掲載され
ることにより、広く活用されることを期待するものであ
る。

方法

1．掲載種の選抜
　本稿では、読者が「ふとキャンパス内で生き物を見つ
けた時に、これを調べればだいたい載っていて、その種
や特徴を学ぶことができる。」という役割を担えるもの
として作成した。専門家ではなく自然観察の入門者にも
分かりやすく利用して頂ける構成にすることで、玉川学
園内における環境教育が、無理なく自然に展開されるこ
とを主たる目的としている。

　図版の作成に取り組んだ生物自然研究部は、観察・調
査対象ごとに異なった班で組織されており、この企画に
着手した2007年当時は“昆虫班”、“植物班”、“一般班（鳥・
キノコ・動物・星など）”の3つの班で構成されていた。
そのため掲載する生物種の分類は、その班構成に基づい
て大別することとし，“昆虫類”、“植物類”、“キノコ類”、
“鳥類及びその他動物（脊椎動物類）”の4つに区分けし
た。同時に、過去に部活動として観察・調査してきたデー
タの中から、今回設定した広い読者層でも比較的観察が
容易と考えられる代表種を、4分類それぞれから合計
200種を抜粋し，さらにその上で、そこから写真図版に
掲載する写真入手の可否や、掲載への必要性を再検討し、
合計124種に絞りこんだ。

2．生物の観察に適したエリアの選定
　面積が61万平米におよぶ玉川学園キャンパスは、全
体的に緑が多い中に幼稚園から大学院までの教育機関が
それぞれ配置されている。この広大なキャンパスの中で
も、特に自然が多く観察に適した3つのエリアを「生物
の観察に適したエリア」として選定し、“聖山エリア”、
“農場エリア”、“東山・奈良池エリア”と表記した（図．
1）。このエリア区分は、「玉川学園の花マップ100選」
で区分されるA地区：Ⅱ・Ⅳ区，B地区：Ⅲ・Ⅳ区，C

地区：Ⅲ区にそれぞれ該当するようになっている。
　これらのエリアは自然環境がそれぞれ異なっているた
め、種々の生物を観察する上でも各々の適地がわかりや
すく、生態系としても、また環境学習上としても非常に
ユニークな特徴をもっている。

図1　 玉川学園構内に設定した3つの「生物の観察に適したエリア」
（Ａ～Ｃ地区）
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　例えば、“聖山エリア”は、基本的に5mないしそれ
以上の亜高木が多く、林床は暗めであるため下草が少な
い。また、水場もあるが小規模で林内のため、シナント
ロープの代表的なトンボやカエルなどの生息には適さな
い。いわゆる“うっそうとした森”といった環境である。
　それに対して“農場エリア”は、農学部が実習に使用
する田畑がほとんどを占め、その多くは開放的で明るい
里山環境である。そのため、夜にはカエル類などの鳴き
声がこだまし、日中はチョウやトンボなど、明るい草地
を好むシナントロープの代表種を多く観察することがで
きる。
　“東山・奈良池エリア”はその中間ともいえる環境で、
ギシギシRumex japonicusやスイバRumex acetosaが占め
ている明るく開けた畑もあれば、暗くうっそうとした林
床もあり、その中には“奈良池”と呼ばれる水場に，竹
林もある。スイバが多いこの場所では、それを食草とす
るベニシジミLycaena phlaeasが多く生息するなど、生
物同士の関連性もはっきりと見てとることができ、生態
系を学ぶ上で好適な環境である。
　このように、61万平米の玉川学園キャンパス内は，
各々の自然環境とそこに住む生物を関連づけて学ぶこと
ができるため、環境教育を展開する上で最適と言える。
そのため、本稿においては、これら3つのエリアをゾー
ニングして、記載する各生物がどのエリアで観察しやす
いかを、視覚的に表記することとした。

3．生態写真の撮影と解説文作成
　本稿に掲載された写真は、原則、著者らや生物自然研
究部の部員が観察・調査時に撮影したものである。解説、
同定は、各班の部員が自らの観察結果や既存の図鑑類（姉
崎，2004；浅間ら，2005；槐，2013a，b；日野，2007；
北村ら，2008a，b；今関・本郷，2012；大谷，2009，
2010；上田，2009）を参考文献としながら執筆し、それ
ぞれの生物が観察しやすいエリアを、前述の３つのエリ
アに分類して表記した。また観察時期は、参考文献の情
報を基にしつつも、玉川学園キャンパスオリジナルの内
容で表すよう観察記録をもとに設定した。

結果

　取り上げた生物種は、1ページに6種を掲載し、全124

種、計22ページの構成とした。掲載ページは、見た目
としてもアイキャッチに優れ、眺めるだけでも楽しめる
ような形を意識し、観察に適したエリアや時期も視覚的

に理解できるよう施し、自然観察の入門者であっても親
しみやすいレイアウトとした。掲載した種も前述の通り、
比較的観察が容易と考えられる代表種を、4つの生物分
類群それぞれから抜粋して掲載した。
　今回の試みは、生物自然研究部の部員である大学生が
自身の研鑽のために積み上げてきた財産を環境教育とい
うステージを通じて、玉川学園全体で共有するものであ
り、環境教育モデルケースの一つとして位置づけられる
ものと言える。このような活動を通じて、自らの学ぶ学
園環境に親しみを感じ、四季折々の自然の美に眼差しを
向け、植物や動物を慈しむ心、豊かな感性を養い、多様
な生き物と時空間を分かち合って生きていることを感じ
取れる人材の育成につなげることができればと念じてい
る。
　今後も玉川大学で展開されている環境教育が発展し、
その中において生物自然研究部の主体的・協働的活動が
機能、半世紀に亘る生物観察・調査の活動の成果が、さ
らなる飛躍に活かされていくことが期待される。
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Abstract
　 Environmental education for university students was extended to junior-high and a high-school students sharing one 

campus by using more than 40 years of field surveys and monitoring of 124 species of familiar wildlife (insects, plants, 

mushrooms, birds and mammals) on the campus of Tamagawa Academy and University by students of the Nature Study Club 

using color illustrations and brief explanations.
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